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 米国株が先週末大きく下げてきたので、クロス円は調整入りの可能性があります。 

ただし、中長期的にまだまだ円安が進むという見方も多く、大きく下がれば買いのチャン

スになりそうです。 

今週は日銀金融政策決定会合があるので、金融政策がどうなっていくかにも注目です。 

フランス大統領選の結果でユーロに動きが出るかも気になります。 

 

＜ドル／円＞ 

 

ドル／円は上昇の勢いは弱まりましたが高値圏での動きが続いています。 

１２７．５－１２９．５円のレンジをどちらにブレイクするかに注目したいです。 

１２７．５円を割り込むと１２５円あたりのサポートが意識されそうです。 

 

＜気になるクロス円＞ 

 

クロス円も先週後半は下げてきているペアが多く、週明けから安値更新となれば注意がい

ります。 

ランドは南アフリカの洪水の影響などで弱い動きとなっています。 

オセアニア通貨やポンドも大きく下げてきているので買いは様子見がよさそうです。 

  

＊クロス円とは円との通貨ペアの総称：○○／円というような通貨ペアのことです。 

 

＜ファンダメンタル？＞ 

 

日本では日銀金融政策決定会合、日銀展望レポート（４－６月期）、黒田日銀総裁定例会見

などがあります。 

米国では３月耐久財受注、４月リッチモンド連銀製造業指数、３月新築住宅販売件数、前

週分新規失業保険申請件数、１－３月期ＧＤＰ（速報値）、３月個人消費支出、４月シカゴ

購買部協会景気指数、４月ミシガン大学消費者信頼感指数などの発表があります。 

欧州ではユーロ圏とドイツで４月消費者物価指数、１－３月期ＧＤＰ（速報値）、ドイツで

４月ＩＦＯ企業景況感指数などがあります。 

ほかにはカナダで２月ＧＤＰなどがあります。 


